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「昨年は、本を７００冊読みました。今年は１０００冊が目標です。」 

                              ～芦田愛菜ちゃんから学ぶ～ 

 

副校長 岩本 眞由美 

  

芦田愛菜ちゃん。ほとんどの方は彼女の名前を知っているでしょう。私は、愛菜ちゃんがＴＶに出始めた頃、

正直なところあまり好感がもてませんでした。ある動物番組に出演していた彼女は、周囲の大人と同じように涙

を流し始めました。その姿が、あまりにも無理な涙のようで、こんな場面でも演技する子なのかと思ってしまい

ました。その後、私の印象とは反対に、彼女の人気は上がる一方でどんどんＴＶの出演も増えていきました。こ

んな小さな時から、ちやほやされてどんな大人になるんだろうとさえ思ったほどです。 

 ある日、インタビューを受けていた彼女をＴＶで見て、今までの彼女にたいする印象が変わりました。インタ

ビューの内容は忘れてしまいましたが、あまりにも彼女の語彙の多さ・表現力の豊かさに驚かされたのです。小

学校低学年でありながら、決められた台詞ではなく、自分のことばとして、大人ときちんと対峙している。可愛

いだけではない、何かがあるそう思えた瞬間であったことを今でも鮮明に覚えています。 

 その後、ワイドショーのような番組に出演していた彼女にまた驚かされました。「最近、読んだ本は若草物語

です。去年は７００冊読んだので、今年は１０００冊が目標です。」といつものニコニコ顔で言うのです。一緒

に出演していた大人たちのほうが驚き、「年間で１０００冊ということは、一日平均３冊だよ。」と無理でしょと

言わんばかりに聞き返していました。「はい。がんばります。」とまたまたニコニコ顔で平気で答える愛菜ちゃん。 

 恐るべし、芦田愛菜ちゃん。彼女は単なる可愛い子役ではなく、大変な努力家であることがわかりました。学

校・仕事を掛けもちし、時間を見つけて読書をする。更に、昨年より目標のハードルをあげています。彼女の演

技力は多方面にわたり好評を得ています。それは、彼女の努力があるからこそいえることだと思います。 

   

 年間１０００冊の本を読むというのは、並大抵の努力ではできません。小学校低学年といえども脱帽です。こ

の年間１０００冊ということばを聞いて、私も感化され、本を多く読むように努力しています。 

 

そして、ご存じのように彼女は難関校といわれている私立中学を受験し、みごと合格の切符を自分の手でつか

み現在に至っています。どんな大人に成長していくのか、とても楽しみです。 

どの分野・どんなスターでも努力なしでは、のしあがっていくことはできません。見えないところで、皆、努

力をしているはずです。努力もせず、他人を羨んでも何も得るものはありません。 

   

 

 

 

 

 

  



  

 

 

 

 ２月８日（金）図書室において、１、２年生６人による書評合戦が行われました。６人の発表者は自分の推薦

図書の魅力を精一杯伝え、聞いている生徒たちもその本について、たくさん質問をし、また真剣に発表者も応え

ていました。あまり興味がなかった生徒たちにとっても本と出会える素敵なきっかけとなったことでしょう。 

今年のチャンプ本は、『７０年分の夏を君に捧ぐ』に決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 英語科の深山先生には４月に赤ちゃんが生まれる予定です。そのため、３月から産休に入り、しばらく学校を

離れます。寂しいですが、元気な赤ちゃんが生まれ、子育てに奮闘できるよう皆さんも陰ながら応援しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

この冬は、関東には雪は降らないのかと思っていたところ、積もる事はありませんでしたが、降りました。 

降る雪は、降り方・大きさ・気温などにより多くの名前があります。「こな雪」「はい雪」「わた雪」「ぼたん雪」

「もち雪」「べた雪」「みず雪」「しめり雪」「吹雪（ふぶき）」「細雪（ささめゆき）」・・・ 

 雪の降る音の表現も、「こんこん」「しんしん」「さらさら」「ひらひら」「ドカドカ」・・英語ではあらわせない

様々な表現があり、日本人の感受性の豊かさがわかります。 

 『雪』という字の「ヨ」は、“箒（ほうき）ではける雨” “万物を掃き清めるもの” という意味があります。 

２月１７日は、首都圏の雪の特異日。沖縄にみぞれが観測された日でもあります。 

 

 皆様いつもお世話になっております。 

 私事ですが、４月に出産を控えており、３月１日より産休に入らせて頂くことになりました。日に日に大き

くなるお腹を見て体調を気遣ってくれる生徒たちや、学校でお会いした際に温かいお声がけをいただく保護者

の皆様のやさしさに大変感謝しております。お陰様で、今日まで健康に充実した毎日を過ごすことができまし

た。 

 しばらくの間、学校を離れ、立派に成長しもうすぐ卒業を迎える３年生や、新たな学年での生活をスタート

させる１・２年生の姿を見守れないことに寂しい気持ちでおります。また元気に復帰し、生徒たちとともに学

校生活を送れる日を心待ちにしていますので、その際にはどうぞよろしくお願いいたします。皆様のご健康と

さらなるご活躍をお祈り申し上げます。 


